
日本とベトナムは、１９７３年９月２１日に外交関係を樹立して以来、５０年目の節目を迎えます。

１６世紀から始まったベトナムと日本の関係
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実は日本とベトナムは古くから交流がありました。１６世

紀から１７世紀にかけて御朱印船貿易を通じて、絹や砂糖な

どの貿易を行っており、多くの日本人が広南国（現在のベト

ナム中部）に移住したといわれています。当時、ベトナムに

居住していた日本人が中心となって建設した橋は日本橋（写

真）と呼ばれており、世界遺産ホイアン（広南国の港町とし

て栄えた都市）の観光名所として知られています。

また、当時の長崎の貿易商が広南国の王女を正妻として長

崎に迎えた、という史実もあります。この物語を再現した、

王女の愛称である「アニオー姫」というオペラが、日越外交

関係樹立５０周年を記念して製作され、９月にはハノイオペ

ラハウスで世界初演が催されます。

日本とベトナムは古くから交流があったこともあり、ベトナムではアニメや日本食など広く日本の文

化が親しまれています。日本で働くベトナム人が多いのも日本の文化が親しまれているからかもしれま

せん。例えば職場にも、アニメを通じて日本に興味を持ち、日本語を勉強して、日系企業で働くように

なったという同僚もいます。

一方で、私たち日本人はまだまだベトナムについて知らないことが多いのではないでしょうか。５０

周年の節目となる今年は、各所でイベントも開催されますので、少しでもベトナム文化に触れてみては

いかがでしょうか。

宮城県でも多く活躍するベトナム人材

以前、ベトナムから日本に働きに来る方が日本語を学ぶ施設を訪問しました。日本で働くことに強い憧

れをもって、懸命に日本語の勉強をしている姿がとても印象的でした。

２０２２年の宮城労働局の統計では、宮城県で働く外国人は約１万４千人と、統計が始まって以来、過

去最多となっていますが、そのうち約３割を占める４，２００人はベトナムからの労働者であり、国別で

１位となっています。宮城県だけでなく全国的に労働力が不足する中で、ベトナム人の働き手がその一助

になることが期待されています

ベトナムで親しまれている日本文化

（ ホーチミン駐在 井関 智大）
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日本とベトナムは国交樹立50周年を迎えます

ベトナム中部ホイアンの「日本橋」
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